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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、近年の批評理論・文化理論の展開をふまえ、エドマンド･バークか
らレイモンド・ウィリアムズまでの近現代英国批評を国際的に再検討することで、人文学研究、とりわけ文化に
関わる研究に独自の貢献を行うことであった。その際、英国批評のなかで「残滓的」とみなされている批評家お
よび著作に注目し、英国批評の伝統と歴史の中心に位置する「文化をめぐる思想」を系譜学的に考察しつつ、カ
ルチュラル・スタディーズの基礎的方法論構築の作業を行った。その結果、英国の文化批評の系譜が、同国にお
ける産業化の経験とそれへの反応と不可分であることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）： Our study aimed to make a unique contribution to humanities, especially 
those studies relating to culture, by re-constructing the basic method of cultural studies. For that
 purpose, taking into account of the latest scholarship of critical and cultural theories, we 
re-examined modern British criticism from the eighteenth to twentieth centuries--those critics 
regarded as "residual"--from Edmund Burke to Raymond Williams. In doing so, we set them in the 
international context, investigating the idea of culture genealogically. Our research has confirmed 
that the genealogy of cultural criticism in Britain is inseparably related to the experiences of 
industrialization those critics had, as well as to their responses to it.

研究分野：人文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 英米圏において、英文学者レイモンド・ウ
ィリアムズ、リチャード・ホガート、歴史学
者 E. P. トムスンらの 1950年代の第一世代
の仕事に端を発し、ステュアート・ホールら
第二世代によって 1970 年代以降本格的に編
成されたとされるカルチュラル・スタディー
ズとは、次のような特徴をもつ分野だと一般
に解されている。１）文学的教養に精通した
F. R. リーヴィス的「少数者文化」を厳しく
批判し、マスメディアや映画などを含めた現
代の「ポピュラーな文化」を研究する。２）
西洋の伝統的な人文学の方法論から距離を
とり、1960 年代以降の「科学的」な構造主
義理論に依拠する。 
これらの特徴が端的に示すように、カルチ
ュラル・スタディーズは、「科学」の衣装を
身にまとい、伝統的な視点をイデオロギー的
なものとみなすことで、エリート主義的な文
化と袂を分かとうとする分野であり、換言す
れば、「普通」で「日常的」な文化を分析し
ようとする分野である。 
 上述したアプローチは、確かに解放的な作
用を持つように見える。しかし彼らのアプロ
ーチには大きな難点がある。S. ホールは、先
行世代が伝統的な文化分析の語彙に拘泥し、
イデオロギー上問題があると批判する 
(“Politics and Letters” 1989)。ところが、F. 
マルハーンがその決定的な批判で示したよ
うに、カルチュラル・スタディーズの鍵語で
ある「ポピュラー」という言葉こそ、「均質
で凡庸、受動的」な民衆というポピュリズム
的イメージを恣意的に形成してきたものだ
った(Culture/Metaculture 2000)。加えて、
J. エスティや P. カリニーら新進のイングリ
ッシュネス研究者に典型的に見られるよう
に、カルチュラル・スタディーズの無意識的
ナショナリズムの側面も問題化されている
(A Shrinking Island 2004; Cities of 
Affluence and Anger 2006) 
 だがこの批判的潮流は、現代の文化研究が
先行世代研究者のイデオロギー的誤謬を「部
分的」に指摘することに専心する「無限の後
退戦」に陥っていることの徴候でもある。本
研究課題はこのような「袋小路」を打開すべ
く、次の二つの前提を採用する。１）エドマ
ンド・バークからレイモンド・ウィリアムズ
に至る書き手がその思想を記述した〈文化〉
とは、産業資本主義や自由放任思想への反発
と介入の系譜が織りなす〈複雑な全体 whole 
complex〉であり、ナショナリズムやポピュ
リズムはもとより、少数文化もポピュラー・
カルチャーもこの〈複雑な全体〉の一部であ
る。２）現在の諸問題を考察するためにこそ、
伝統や歴史を考察せねばならない。別言する
と、本研究課題の企図は、今や残滓と化しつ
つある英国批評を〈複雑な全体〉として検討
することで、イデオロギーと科学、文化と社
会、現在と伝統・歴史といった、今日の人文
学とりわけ文化研究の窮状を招来している

様々な分断を、乗り越えることにある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、近年の批評理論・文化理
論の展開をふまえ、エドマンド･バークから
レイモンド・ウィリアムズまでの近現代イギ
リスの批評を国際的に再検討することで、人
文学研究、とりわけ文化に関わる研究に独自
の貢献を行うことにある。その特色は、以下
の２点に大別される。 
①カルチュラル・スタディーズの方法論（デ
ィシプリン）の構築 
カルチュラル・スタディーズが本来保持して
いたのは、現在の諸問題を考察するためにこ
そ、伝統や歴史を考察せねばならない、とい
う独特な視点であった。この特殊な〈現在性
actuality〉を回復し、カルチュラル・スタデ
ィーズの基礎的方法論を堅固に構築する。 
②英国批評における〈文化思想 ideas of 
culture〉に対する系譜学的アプローチ 
 ①の目的を達成するために、英国批評の伝
統と歴史の中心に位置する「文化をめぐる思
想」の系譜を探る。バークからウィリアムズ
に至るこの伝統が洋の東西を問わず「現在の
私たち」の生に制約と可能性の双方をもたら
している様相を系譜学的に考察する。その際
力点が置かれるのは、英国の〈文化思想〉が、
産業資本主義、自由放任（レッセ・フェール）
思想、ナショナリズムといった近現代的問題
群に介入ないしは反発する様相である。 
 
３．研究の方法 
本研究は、基盤研究 B（一般）「構造主義
の残滓としての英国批評の国際的再検討」
（2010〜12 年度）で確立された、研究者の
文献研究（国内外の図書館・アーカイヴにお
ける調査含む）を基礎とし、それを定期的な
研究会、シンポジウムなどによって共同の検
討に付すという手順をさらに改善しつつ行
われた。また、応募者はこれまで「レイモン
ド・ウィリアムズ研究会」という形で定期的
な研究会を行ってきたが、本課題は対象とす
る時代が広範囲なため該当する時代の専門
家を招いての研究会を行った。研究水準の維
持・向上のため、既に協力関係にある海外研
究者を招いた国際シンポジウム開催、ウィリ
アムズ研究会の機関誌として『レイモンド・
ウィリアムズ研究』を第 4号（2014年 3月）
から第 7号（2017年 3月）まで刊行した。 
 
４．研究成果 

2013年度は 11月に本研究の交付決定があ
って、実質上 5ヶ月に満たない短い研究期間
ではあったが、最大の企画として 2014 年 3
月 16 日に国際シンポジウムを日本女子大学
にて開催し、成功裏に終えることができた。
特に 2人の招聘者、ウェールズ史研究家のク
リス･ウィリアムズ博士（カーディフ大学教
授）、ウェールズ文化の観点から英文学を読
み直しているアンドリュー・ウェッブ博士



（バンガー大学講師）の参加を得て、産業主
義と文化というテーマで論議を深められた
ことは、今後本研究を進展させる上でたいへ
ん有意義であった。 
加えて、上記のほかに国内での研究会を 2
度開催し、共同研究を進めることができた。 
海外出張については、川端康雄（代表者）が
2014年 3月 22日から 3月 31日まで、ロン
ドン（ヴィクトリア･アンド･アルバート博物
館、ロンドン大学セネット・ハウス）および
スウォンジー大学図書館にてウィリアム・モ
リスおよびレイモンド・ウィリアムズに関す
る調査と資料収集をおこなった。また、遠藤
不比人（分担者）は 2014年 3月 22日から 3
月 25 日まで、ロンドンの精神分析協会図書
館でブルームズベリー・グループによる精神
分析受容、特にカリン・スティーヴン関連の
一次資料を調査した。 

2014 度は前年度の国際シンポジウムと資
料調査の結果を受けて各自および集団的に
研究内容を検討し、同時に専門家を招聘して
の小規模な講演やセミナー、また個別の研究
発表を適宜実施した。なお、エドワード・サ
イードなどポストコロニアル批評の研究動
向を踏まえる必要があるとの認識から、2014
年度よりこの方面を専門とする西亮太を新
たに研究分担者として加え、共同研究の幅を
広げた。 
専門家の招聘についてはモダニズム文学、
批評理論について十分な実績を有する二人
の 研 究 者 Dr Ramon Del Castillo 
(Universidad Nacional de Educacion a 
Distancia)と Dr Dougal McNeill (Victoria 
University of Wellington)を招聘の上、2014
年 9月に The Im/possibility of Realism and 
Utopia: Jameson, Williams, and Fictionと
題する連続講演会とセミナーを大阪大学と
成蹊大学で開催し、本課題に密接に関わる
「リアリズム」と「ユートピア」の批評的可
能性についてレイモンド・ウィリアムズとフ
レドリック・ジェイムソンの著作をとおして
考察・検討する機会とした。また国内からは
社会学、イギリス思想史の専門家を招聘して
2014 年 9 月と 2015 年 3 月に臨時レイモン
ド・ウィリアムズ研究会を開催した。 
加えて、資料調査については、British 

Library ほか、海外図書館、アーカイヴで調
査をおこなった。また課題遂行に必要とされ
た資料については、国内外図書館所蔵のもの
を含め、各自収集と分析を進めた。 
文献研究（国内外の図書館・アーカイヴにお
ける調査、また著述家の伝記および作品世界
に関連した実地調査を含む）を基礎とし、そ
れを定期的な研究会、シンポジウムなどによ
って共同の検討に附すという手順をさらに
改善しつつ研究を進めた。 

2015年度は、代表者の川端は 2015年 4月
と 2016年 3月の二度にわたり、英国に出張
し、研究発表およびR. ウィリアムズとW. モ
リス関連の調査を行った。また本研究の代表

者および分担者 4名（山田、遠藤、河野、大
貫）が翻訳に関わった R. ウィリアムズ『想
像力の時制――文化研究２』を 2016年 2月
に刊行した。分担研究者のうち、大貫、河野
の二名は 2015年 9月 1日よりウェールズの
スウォンジー大学に客員研究員として所属
し、2016年 3月 31日までの一部期間に本研
究課題に従事した。山田は S. ホールがポピ
ュラー文化を研究対象とする足がかりとし
てミドルブラウの大衆物語を再評価したこ
とを明らかにし、Welsh Writing in English
に関しては、ウェールズのモダニズム小説が
イングランドのそれと比べて現在時制に拘
りを示している点を示した。遠藤は F. ジェ
イムソンのマルクス主義美学をS. Felmanの
言語行為論を通過した上で R. ウィリアムズ
における action 概念に接続するための理論
的な作業を行い、その視点からユートピア概
念の再検討も行った。鈴木は世紀末のアナキ
ズムとオスカー・ワイルドの審美批評との関
係を、これら両者にとって密接な関係のあっ
たフランス象徴主義文学にも目を配りなが
らトランスナショナルな文脈において考察
し、「観照」と「行動」の対立的共存がワイ
ルド批評に独特の政治性を与えていること
を明らかにした。西はデレック・ウォルコッ
ト論、森崎和江論、さらには R. ウィリアム
ズの文化唯物論のポストコロニアル研究へ
の介入の試みとしてポストコロニアル・エコ
クリティシズムの批判的分析を行った。 
 最終年度にあたる 2016 年度は、代表者の
川端は調査全体を統括しながら、芸術と社会
をめぐるウィリアム・モリスの一連の批評が
モダニズム作家におよぼした影響について
考察した。山田はウェールズの作家アラン・
リチャーズを中心に、スウォンジー大学アー
カイヴなどで文献ならびに音声録音資料を
調査した。遠藤は、心理学的言説、特に精神
分析的な見地から再定義された「情動」とい
う文脈で各種文学テクストの解釈を試みた。
その試みを支える理論的な枠組みとしてマ
ルクス主義的な美学を採用し、その「残滓」
性の精神分析的な再解釈（単なる疎外論では
ない）が主目的となった。対象は英文学を超
えて三島由紀夫など日本文学にも及んだ。鈴
木は、オスカー･ワイルドの批評ないしは美
学が、19世紀末に注目を集めていたアナキズ
ム思想といかなる関係にあったのかを、同時
代の詩人マラルメとの比較を通じて考察し
た。また、ポール・ド・マンによる美学イデ
オロギー批判の検討を通じて、近代思想の源
流に位置づけられるカント及びルソーのテ
クストがある種の「無情動」を抱え込んでい
ることを考察した。大貫は、ニューレフト第
一世代の執筆活動について、ウェールズ英語
文学ならびにソーシャリズム言説との関わ
りという観点から考察を進め、あわせて、こ
れらの関わりがグローバルな視点からはど
う位置付けられるかも考察した。これにより、
文化研究のなかで看過されがちだった、文化



理論の形成プロセスと 1980 年代以降の社会
主義運動との関連性を記述していく上での
足がかりが得られた。河野は、2016 年 4 月
から 9月 2日にかけて、イギリス・ウェール
ズのスォンジー大学にリチャード・バート
ン・センター・フェローとして所属し、ウェ
ールズ文学とレイモンド・ウィリアムズにつ
いての研究を進めた。同大学のレイモンド・
ウィリアムズ・アーカイヴで資料調査を進め
るとともに、英語ウェールズ文学会の年次大
会への参加、サイモン・ブルック氏とのセミ
ナーなどを行った。9 月の帰国以降は、ウェ
ールズで得られた資料を検討しつつ、ウェー
ルズ文学についての基礎研究を進めた。 
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